
は　じ　め　に
われわれは，新聞・テレビなどのメディアから，日々溢れんばかりの情報を入

手しています。情報は人の考え方に大きな影響を与えることになりますが，情報
の氾濫によって，自身の思考が変化することもあります。そこに問題があり，や
やもするとマスコミによって誤った世論が形成されかねないのです。かつてマス
コミは建設業界を談合等でバッシングした結果，「建設業界は悪だ」，「公共投資
はいらない」の大合唱となり，国を挙げての公共投資不要論に拍車がかかりまし
た。

当時から，少子高齢化社会が到来すると言ってはいましたが，誰も人口減少か
ら行政サービスが低下するとは考えていませんでした。しかし，人は自分に投資
をするように，国家も飽くなき投資をしていかなければ，衰退していくというこ
とを忘れてしまいました。例えば，国内の道路網を整備すれば，動脈となる高速
道路と横断道が整備され，モノを運ぶという物流機能の完成度が高まります。つ
まり，どんな地域へでも血流を行きわたらせることができるのです。道路ネット
ワークがしっかりしてくれば，事故や災害時に物資を運ぶルートを選別できるな
ど，防災面を充実させることができます。さらに，海外からの観光客も増え，消
費も向上するという好循環を演出できるようになります。

一方，住んでいる街や故郷をいつまでも素晴らしい場所として，存在して欲し
いと願うのは建設技術者だけではありません。その佇まいはやわらかい心地よさ
を与えてくれますし，日常の一瞬である景色を長く見守っていこうという気持ち
が湧き上がります。たまに，生まれた育った街を歩くと懐かしさの他に，こんなに
狭い道だったのかと驚かされる瞬間があります。小さな目で見ていた路地の風景は，
心の中に大きな映像として記憶されていたことに，しばしの驚きを与えてくれます。

街を守り，故郷を守り，国を守るために人生を捧げる建設技術者にとって，大
きな変動期を迎えています。これまで以上，大災害や自然の猛威に向かっていく
ことが必要な時でしょう。そんな時代ゆえに，建設技術を伝え，継承していくた
めの書として，将来を担う技術者にこの書を送りたいと考えています。
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（1）工事測量に入る前の準備
① 遠くの基準点を視準して近くの測量をしよう

トラバー測量（多角測量）を実施するとき，現場で行う工事測量に使

用するトラバー点（多角測量時の観測点）は，遠い場所にある鉄塔の先

端やビルの端などを視準点として，方向角を測定しておくとよいでしょ

う。遠くの視準点を見て近くの測量を行えば，測量の精度は高くなります。

近くの視準点を見て，遠い位置の測量を行うと誤差が大きくなります。

誤差が大きくてもよいと判断できる場合を除き，避けなければならない

手順です。

仮に1 km先の鉄塔を視準したときに，15 mmのズレがあったとし

ます。すると，近くの100 m（1/10）位置での測量の誤差も1/10とな

り，15 mmのズレに対して1.5 mm以内の誤差となるので，測量精度

としては良好となります。

逆に手前にある10 m先のトラバー点を視準したときには，釘1本分

鉄塔が陽炎と風の影響で 10 mmズレても, 測量範囲は誤差が少なく精度は高い

視準点

視準点

測量する位置
ビルの端部

鉄塔

視準した杭が 1mm ズレていたら, 10倍の距離にある測量範囲の誤差は
10mm となり測量にならない

視準点

測量する位置

■視準点は遠くに置く
〈遠くの視準点から近くを測量する〉

〈近くの視準点から遠くを測量する〉
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Ⅰ 間違えない工事測量スキル

の1 mmの誤差であっても，100 m遠くの位置での測量誤差は10倍と

なり，10 mmのズレと逆に大きくなってしまいます。

必ず，「遠くを見て近くを測量する」と記憶しておきましょう。

注意点として，夏場で雨上がりなど遠くの視準点を見たときに，陽炎

で揺れてしまい，不明確でやっと見えるような場合は，風が吹いている

方向に誤差が大きくなります。このため，夏場は朝早い時間を狙って測

量するなどの対策が必要です。朝早く気温が上がらないうちに基本的な

測量をしてしまうことも，誤差を少なくする測量テクニックとなります。

② 測量の計算は前日までに事務所で行うようにする

測量のミスとして単純で残念なことは，計算を間違えることです。「今

日はほかの業務で忙しいから」とか，「明日の朝に事務所で測量計算を

してから測量をしよう」ならまだよいのですが，「測量計算なんて簡単

にできるから現場でやればいいだろう」と前日まで計算をサボっていた

明日は大事な測
量だから, 今日
中に計算をやっ
ておこう。
CAD上でも位置
関係を確認して
おこう

●測量の計算は前日までに！

測量の達人

今日は酒でも飲んで
ゆっくりしよう。測
量の計算は現場でや
ればいい

測量の怖さを知らない人

E R A

E AR
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（２）切土をすると水が集まる
道路建設などで先行する工事は，橋梁下部工の工事です。下部工の施工

を行う場合には，橋台位置まで進入路として勾配10〜 15％程度の工事用

道路を造成します。また，橋台を施工するためには施工ヤードが必要とな

ります。

したがって，橋台付近は完成断面の道路幅員での切土工事が行われ，工

事用道路から施工ヤードまで合わせると大きな集水面積となります。一番

「天気の達人になるためには，気象予報士の勉強をすればよい」とは限

りません。切土工事は繁華街ではなく，郊外での仕事となります。そこに

は田んぼや畑があります。それらを管理する農家の人がいます。実は，農

家の人は天気の達人なので，その土地の天候を毎日観察しているのです。

自身の経験談で恐縮ですが，工事が始まる前の準備期間中や工事開始の

初期の頃は，田んぼや畑で作業している方を見かけると「おつかれ様です」

と言いながら笑顔で挨拶をして，「この辺りはのんびりして良い土地柄で

すね」などと言いながら話しかけます。その話の中で勧められたものや，

なるほどと思ったことなどを一つ実行してみます。次に会ったときにその

経験したことを話せば，ぐっと親しい関係になってきます。それから，2

回か3回そんな話をした頃に，「この間の急な雨にはびっくりしました」

などと天候の話を出すと，すかさず農家の人は，「あの山に雲がかかると

1時間で雨が降るよ」と何気なく教えてくれます。「そうですか。季節によっ

ても違いがあるのですかね」などと聞けば，春夏秋冬の雲の動きと天候の

変化を教えてくれるのです。

実はそんな農家の人を3人ぐらい見つけておくと，さらに深い情報を

得ることができますし，情報の真
しん

贋
がん

も検証ができます。天候の変化は，そ

の土地に生きている人の情報が一番正確なのです。受け売りの天気術です

が，その土地の天気の達人になれる近道です。

コ・ラ・ム 
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